
ヤングケアラーに関するアンケート調査結果について 

令和３年 11 月 

長野県教育委員会事務局心の支援課 

 

１ 調査の趣旨 

  高校生の生活実態と「ヤングケアラーと思われる子ども」の実態を把握し、早期に発見し対応で

きる仕組みづくりと支援策を検討することを目的に実施した。 

 

２ 調査方法 

  実施期間  令和３年９月３日～９月 30 日 

 （１）学校調査：学校におけるヤングケアラーへの対応に関するアンケート 

    公立高等学校の各課程（全日・定時・通信制）の学校代表者が Web 調査に回答 

 （２）生徒調査：高校生の生活実態に関するアンケート 

    公立高等学校の各課程（全日・定時・通信制）に在籍する生徒が Web 調査に回答 

 

３ 回答率 

 （１）学校調査：学校におけるヤングケアラーへの対応に関するアンケート 

学校種 調査対象数（A） 有効回答数（B） 回答率（B/A） 

全日制高校 79 校 79 100％ 

定時制高校 20 校 20 100％ 

通信制高校 3 校 3 100％ 

   ※通信制高校については校数が少ないため、調査結果グラフから一部除外または参考データとして表示 

 （２）生徒調査：高校生の生活実態に関するアンケート 

学校種 調査対象数（A） 有効回答数（B） 回答率（B/A） 

全日制高校生 40,705 人 12,036 29.6％ 

定時制高校生 1,659 人 338 20.4％ 

通信制高校生 1,603 人 95 5.93％ 

   ※通信制高校生については有効回答数が少ないため調査結果グラフから一部除外または参考データとして表示 

 

４ 結果の概要 

 

  〇「世話をしている家族がいる」と回答した生徒は、全日制高校生で 2.1%、定時制高校生で 

3.8%となった。  

  〇「ヤングケアラーと自覚している」と回答した生徒は、全日制高校生で 1.6%、定時制高校

生で 3.0%となった。 

  〇「ヤングケアラーについて聞いたことがない」と回答した生徒は、全日制高校生で 67.5%、 

定時制高校生で 82.0%となった。 
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【ヤングケアラーの実態に関する調査結果のポイント①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 世話をしている家族が「いる」と回答したのは、全日制高校生が2.1％、定時制高校生は3.8％ 
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【ヤングケアラーの実態に関する調査結果のポイント➁】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ヤングケアラーと自覚している子どもは全日制高校生1.6％、定時制高

校生3.0％ 

○ わからないとした子どもが全日制高校生13.2％、定時制高校生28.4％ 

○ ヤングケアラーの認知度は低く、「聞いたことはない」と回答したのは、 

全日制高校生67.5％、定時制高校生82.0％ 
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ヤングケアラーの実態に関する調査について（長野県調査） 

令和３年９月Web調査実施 

 

【調査の目的】 

 「ヤングケアラーと思われる子ども」等の実態を把握し、今後の施策検討等に活かす 

 

【調査の対象、方法等】 

 

 １ 学校 

   令和３年９月３日（金）から９月30日（木）まで、以下の公立高等学校に対してWeb調査を実施 

 

  ① 全日制高校（回収数79、回収率100％） 

  ➁ 定時制高校（回収数20、回収率100％） 

  ③ 通信制高校（回収数３、回収率100％） 

 

 

 ２ 高校生 

   令和３年９月３日（金）から９月30日（木）まで、以下の高校生に対してWeb調査を実施。 

 

  ① 全日制高校生（回収数12,036人 無効回答数５人除く 令和３年５月１日現在 40,705人 回答率29.6％） 

    １①の高校に在籍する高校１～３年生 

 

  ➁ 定時制高校生（回収数 338人 無効回答数13人除く 令和３年５月１日現在 1,659人 回答率20.4％） 

    １➁の高校に在籍する高校１～４年生 

 

  ③ 通信制高校生（回収数 95人  無効回答数７人除く 令和３年５月１日現在 1,603人 回答率5.93％） 

    １③の高校に在籍する生徒 
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【本調査におけるヤングケアラーの定義】 

 本調査における「ヤングケアラー」とは、「本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っていることにより、子ども自身やりたいことができないなど、

子ども自身の権利が守られていないと思われる子ども」をいう。 

 （ヤングケアラーのイメージ（例） ） 
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【学校調査結果①】 

 ● 学校に対し、ヤングケアラーの定義に該当すると思われる子どもの有無について質問。 

 ○ いずれの学校種でも「いる」が最も高く、全日制高校46.8％、定時制高校で78.9％、通信制高校で66.7％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 

ヤングケアラーの有無 ｢有｣割合 

全日制高校 N=79 46.8％ 

定時制高校 N=20 78.9％ 

通信制高校 N= 3 66.7％ 

 
全国 

ヤングケアラーの有無 ｢有｣割合 

全日制高校 N=249 49.8％ 

定時制高校 N=27 70.4％ 

通信制高校 N=35 60.0％ 

 

参考データ 



6 

 

【学校調査結果➁】 

 ● ヤングケアラーと思われる子どもが「いる」と回答した学校に、子どもの状況について質問（複数回答）。 

 ○ いずれの学校種でも「家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をしている」と「家計を支えるために、アルバイト等をしている」が高い。次いで「障害や病気の 

ある家族に代わり、家事（買い物、料理、洗濯、掃除など）をしている」が多い。 

 ○ 本県では全日制高校生で「家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をしている」「家族の通訳をしている」「家計を支えるために、アルバイト等をしている」が全国 

に比べて高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 
子どもの状況 全日制 定時制 

障がいや病気… 37.8％ 40.0％ 

家族の代わりに 75.7％ 55.0％ 

家族の通訳を… 62.2％ 25.0％ 

家計を支えるため 67.6％ 60.0％ 

 
全国 （全日制N=124 定時制N=19） 

子どもの状況 全日制 定時制 

障がいや病気… 56.5％ 73.7％ 

家族の代わりに 70.2％ 94.7％ 

家族の通訳を… 36.3％ 47.4％ 

家計を支えるため 64.5％ 78.9％ 
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【学校調査結果③】 

 ● ヤングケアラーと思われる子どもが「いる」と回答した学校に、当該子どもを学校以外の外部の支援につないだケースがあるか質問（複数回答）。 

 ○ 全日制高校では、「外部の支援につないでいない（学校で対応している）」が６割程度。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 
外部支援へのつなぎ 全日制 定時制 

要対協に通告 16.2％ 20.0％ 

外部支援へ 27.0％ 33.3％ 

(校内対応している) 59.5％ 53.3％ 

 
全国 （全日制N=124 定時制N=19） 
外部支援へのつなぎ 全日制 定時制 

要対協に通告 8.1％ 15.8％ 

外部支援へ 23.4％ 31.6％ 

校内対応 62.9％ 52.6％ 
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【高校生調査結果①】 

 ● 高校生に対し、世話をしている家族の有無について質問。 

 ○ 世話をしている家族が「いる」と回答したのは全日制高校生１～３年生で2.1％、定時制高校生１～４年生で3.8％、通信制高校生で8.4％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 

世話をしている家族の有無 ［有］割合 

全日制高校生     N=12,036 2.1％ 

定時制高校生     N=338 3.8％ 

通信制高校生     N=95 8.4％ 

 
全国 

世話をしている家族の有無 ｢有｣割合 

全日制高校２年生   N=7,407 4.1％ 

定時制高校２年生相当 N=366 8.5％ 

通信制高校生     N=445 11.0％ 

 

参考データ 
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【高校生調査結果➁】 

 ● 世話をしている家族が「いる」と回答した高校生に、世話をしている家族について質問（複数回答）。 

 ○ いずれの学校種でも「きょうだい」が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長野県 
世話をしている家族 全日制 定時制 

父母 26.7％ 18.8％ 

祖父母 27.9％ 31.3％ 

きょうだい 31.7％ 43.8％ 

 
全国 （全日制N=307 定時制N=31） 
世話をしている家族 全日制 定時制 

父母 29.6％ 35.5％ 

祖父母 22.5％ 16.1％ 

きょうだい 44.3％ 41.9％ 
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【高校生調査結果③】 

 ● 世話をしている家族が「いる」と回答した高校生に、その頻度を質問。 

 ○ いずれの学校種でも「ほぼ毎日」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考データ 
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【高校生調査結果④】 

 ● 世話をしている家族が「いる」と回答した高校生に、その世話を誰と行っているのか質問。 

 ○ 全日制高校と定時制高校では「父母」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考データ 
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【高校生調査結果⑤】 

 ● 世話をしている家族が「いる」と回答した高校生に、その世話をしていることで、やりたいけど、できないことを質問（複数回答）。 

 ○ いずれの学校種でも「特にない」が最も高い。 
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【高校生調査結果⑥】 

 ● 世話をしている家族が「いる」と回答した高校生に、世話をすることで感じるきつさを質問（複数回答）。 

 ○ 全日制と定時制高校生では、「特にきつさは感じていない」が最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考データ 
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【高校生調査結果⑦－１a】 

 ● 世話をしている家族が「いる」と回答した高校生に、世話の悩みを誰かに相談したことがあるのかを質問。また、「ある」場合は誰に相談したのかを質問（複数回答）。 

 ○ 全日制高校生で相談経験「ある」が14.1％、その相談は「家族（父、母、祖父、祖母、きょうだい）」にしたケースが最も高く42.1％。 
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【高校生調査結果⑦－１b】 

 ● 世話をしている家族が「いる」と回答した高校生に、世話の悩みを誰かに相談したことがあるのかを質問。また、ない」場合は理由を質問（複数回答）。 

 〇 全日制高校生で相談経験「ない」が64.1％、相談していない理由は「誰かに相談するほどの悩みではない」「家族外の人に相談するような悩みではない」が高く、ヤングケ 

アラー案件の表面化しにくさが伺える。 
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【高校生調査結果⑦－２】 

 ● 世話をしている家族が「いる」と回答した高校生に、世話の悩みを誰かに相談したことがあるのかを質問。また、「ある」場合は誰に相談したのか「ない」場合は理由を質問 

（複数回答）。 

 ○ 定時制制高校生で相談経験「ある」が38.5％、その相談は「家族（父、母、祖父、祖母、きょうだい）」と「友人」にしたケースが最も高く30.0％。 

 〇 定時制高校生で相談経験「ない」が61.5％、相談していない理由は「誰かに相談するほどの悩みではない」「相談しても状況が変わるとは思わない」が高く、ヤングケ 

アラー案件の表面化しにくさが伺える。 
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【高校生調査結果⑧】 

 ● 世話をしている家族が「いる」と回答した高校生に、学校や大人に助けて欲しいこと、必要な支援について質問（複数回答）。 

 ○ いずれの学校種でも「特にない」が３～４割で最も高い。 
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【高校生調査結果⑨】 

 ● 高校生に対し、自分がヤングケアラーにあてはまると思うかについて質問。 

 ○ 全日制高校生では「あてはまる」が1.6％、定時制高校生は3.0％、通信制高校生は4.2％。 

 〇 全日制高校生では「わからない」が13.2％、定時制高校生は28.4％、通信制高校生は18.9％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考データ 
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【高校生調査結果⑩】 

 ● 高校生に対し、ヤングケアラーの認知度について質問。 

 ○ 全日制高校生では「聞いたことがない」が67.5％、定時制高校生は82.0％、通信制高校生は73.7％。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考データ 


